
〇 法人が農業生産が困難となった農地を集積し、農地を安定利用する他、地元住民と
協力して農家レストランの運営や都市部との交流により農産物等の販売を拡大。  

 

○ 法人は協定農用地に利用権を設定し、水稲、そば、ア

スパラガスを栽培（H22:３ha→H26:７ha）。米は、猪苗

代町のブランド米「いなわしろ天のつぶ」を生産。 

○ 法人は、所得機会確保のため協定参加者と協力し、農

家レストランを立ち上げ、地元食材を使ったそば等を提

供。（売上：H22:30万円 → H26:150万円） 

○ 平成20年から横浜市の自治会と交流を開始し、東京都

小平市など交流先を拡大。交流活動では、米、餅、加工

品等の販売だけでなく、農業体験型のグリーンツーリズ

ムなどによる都市住民の受け入れにも取り組む。 

取組の概要 
 

○ 当地区は、福島県中央部の猪苗代湖の北側に

位置し、稲作を主体に野菜、そば等を生産。 

○ 都市への人口流出、農業者の高齢化、担い手

不足により、将来に向けた地域農業の維持・発展

が困難になることを懸念し、平成12年に本制度へ

の取組を開始。 

○ 本制度への取組を開始して以降も、協定内で

離農者が生じたことから、農地の安定的な利用を

図るため、平成20年に農作業受託組織を立ちあげ、

平成25年に「結乃村農楽団」として法人化。 

 

地域の現状 

【農業体験】 
  

 

 ３－② 福島県猪苗代町見祢集落協定  

協定面積：33.8ha（全て田） 交付金額：556万円（個人配分40％、共同取組活動60％） 
協定参加者：農業者17人､(農)結乃村農楽団（30人）、その他28人 協定開始：平成12年度 

【農家レストラン（地元食材を使用）】 【法人による農産物の直売】 
  

【協定農用地】 
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